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1

辛亥革命は,1911年10月10日 湖北新軍内の革命派兵士が武昌に蜂起 した ことに始まる。その

栄光を担った主要な革命組織は文学社であった。小論では,辛 亥革命の性格や革命の必然性を

探 る前提として,湖 北の革命運動のなかか ら生まれ,武 昌蜂起を指導するにいたった文学社を

取 り上げ,そ の組織の源流,構 成員,政 治綱領などについて若干の検討を加えることにする。

2

文学社は,湖 北に生まれた科学補習所 ・日知会 ・群治学社などの革命結社の組織と伝統を継

承した革命団体であ9。 ここではまず文学社に先行する湖北の革命結社の存在形態を湖北にお

ける革命運動の展開過程 と関連させて素描しておきたい。

1894年11月 孫文がハワイで興中会を創設したことによって始まった革命運動は,華 僑社会や

広東などを舞台にしてその活動の拠点を拡大しつつあったが,そ の担い手である革命派が,一

定の社会的勢力を形成するにいたったのは義和団以後のことである。 とくに清朝の実施 した新

政による教学体系の改変一 科挙の改廃 ・新式学校の設立 ・留学の奨励などによって,為 政者

の意図とは裏腹に,清 朝の諸政策に批判的な知識人が多数生み出され,改 良派(立 憲派)・革

命派と呼ぽれるグループが形成された。年毎に増加の一途をたどった留学生や国内に新たに設

け られた学校に学ぶ学生たちは,『 游学訳編』(1902年10月 創刊)・ 『湖北学生界』(1903年1

月)・ 『浙江潮』(同 年2月)・ 『江蘇』(同 年4月)な ど留 日学生同郷会の編集にかかる啓蒙雑

誌,鄒 容 『革命軍』(1903年5月)・ 章炳麟 厂康有為を駁 して革命を論ずるの書」(1903年)・ 陳

天華 『猛回頭』『…警世鐘』(1904年)な どの革命宣伝小冊子の購読を通して,ま た義和団出兵以

来東北(満 州)を 占領 しているロシアにたいしその撤退を求めて組織された拒俄義勇隊への参

加を通 して,排 満共和をめざすブルジョア民主主義革命の担い手 となり,革 命的知識人の結集
くわ

が進んでいった。

湖北もまた例外ではなかった。当時武漢は,湖 広総督張之洞の新政の中心であ り,い ろいろ
　ヨラ

な学校が建設され,学 生数は1万 をi数えた。 日本に留学する学生も多かった。1902年 の留 日学
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ゆ

生500余 名の うち,そ の多くは湖北出身であ り,東 京だけで100名 近 くいたとい う。『湖北革命知

之録』の著者張難先の言を借 りれば,呉 禄貞 ・傅慈祥 ・戴翼輦 ・劉成禺 ・居正 ・田桐 ら湖北出

身の学生たちは,目 本や欧州への留学のなかで 「孫文の主義と計画」に共鳴し,厂主義の実行」
ゆ

にむけて邁進していったのである。湖北留 日学生 として弘〔宏〕文学院(院 長嘉納治五郎)に 在

籍 した李書城は,当 時の模様を次のように回想している。

学院の同学は,み な毎晩のように自習室で立憲 と革命の問題を討論 した。はじめは双方の

議論が激しくたたかわされたが,や がて排満革命を主張するものが多数を占めるようにな
(s)

っ た。

清 国最 初 の官 費 留 学 生13名 の一 人 と して 来 日 した 餓 翼 輦 は,1900年12月 東 京 でr訳 書彙 編』

(月 刊)を 創 刊 し,ル ソー,モ ンテ ス キ ュー,J.S.ミ ル,ス ペ ンサ ー らの著 作 を漢 訳 して 掲

載 し毳 この雑鷸r?:,c』 の継 か ら 「西学AI鑽 す賭 のmと するにたる」雑認

と評されたように,留 目学生にたいする新学説 ・新思想の宣伝に重要な役割を果たした。また

翌1901年5月,戡 翼輦 ・沈翔雲 らは 『国民報』(月 刊,東 京)の 創刊にも参画した。 この雑誌
ゆ

は,保 守 ・立憲を批判し排満革命を鼓吹 した留 日学生界最初の革命刊行物である。

このようななかで湖北留日学生たちの結束が生み出された。湖北留 日学生同郷会 ・湖北学生

界社の設立がそれである。1903年1月,彼 らば 「東西の学説を輸入し,国 民の精神を喚起す
ゆ

る」 ことを目的 とする排満の月刊雑誌 『湖北学生界』を創刊 した。その編集には劉成禺 ・藍天

蔚 ・李書城 ・万声揚 ・金華祝 ・李歩青 らがあたった。 『湖北学生界』は,「 愛国はまず愛郷か

ら」 「湖北人の湖北を」をスローガンとし,「 世界の知識 と民族主義で内外の学生を覚醒 させ
ゆ

る」ことをめざし,湖 北の友人 ・知人 ・親戚 ・学校にそれを送付 し,大 きな反響を呼んだ。と

きにこの年の夏,拒 俄義勇隊(隊 長藍天蔚,の ちに改組 されて軍国民教育会)に 結集した革命

的な留 日学生たちは,「 分省起義」の戦略のもとに宣伝 ・蜂起 ・暗殺の実行員 として相次いで

帰国することになった。

湖北の留 日学生たちは,さ まざまな手段で大量の革命宣伝物を国内に持ち込 む とと もに,

軍 ・学両界にむけて省内での印刷 ・配布 ・宣伝を行なった。彼 らは,上 海に昌明公司(総 理万

声揚)を つ くり,表 面上は書店を装いなが ら,ひ そかに湖北に革命出版物を搬送 した り,湖 北
ゆ

か らの留学生の世話をした り,ま た国内外の仲問との連絡場所 としていた。武漢では,楽 群印
ロきウ

刷社を設立して『革命軍』『猛回頭』などの革命パンフレットを印刷 した り,武 庫と呼ばれる閲
なの

覧室形式の会所を設け,仲 間との連絡や集会の場所 とした。その中心にいたのが劉静菴 ・李亜

東 らである。また呉禄貞 ・金華祝らは,ス ライ ドと幻灯機を武漢に持ち帰 り,そ れを用いて講
ゆ

演活動を展開し,お おいに効果をあげた とい う。

多種多様な宣伝活動を通して湖北の革命運動は急速に発展 した。曹亜伯 ・劉静菴 ・呂大森ら

は,自 立軍蜂起の失敗(1900年8月)を 教訓 として,革 命工作のあ り方について次のような認

識をもつにいたった。
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会党はたしかに発難させやすい。しかし成功す れ ば,ほ しいままに振る舞い,制 しがた
ロの

い。成功しなければ,騒 乱を激しくするだけである。したがって軍隊に働 きかけるととも
ロの

に,自 らが兵士となることである。

湖北は,袁 世凱の北洋とならぶ新軍編成の中心であった。辛亥革命前夜の湖北新軍は,第8鎮

(統制張彪)と 第21混成協(協 統黎元洪)か らな り,1万5千 余の兵力を擁 していた。新軍は

士官はもちろん,下 士官にいたるまで一定以上の知識水準が求め られていたことから,知 識人

の入営が 一種の風潮 となっていた。 このようななかで革命的な インテ リ青年が,新 軍にはい

り,兵 士の間に革命思想を宣伝し,彼 らを組織していったのである。張難先 ・胡瑛は第8鎮 工

程隊に,劉 静 菴は第21混 成協馬隊にそれぞれ潜入し,r猛 回頭』r革 命軍』などの宣伝小冊子を

武器 として,新 軍兵士にたいする排満革命の啓蒙活動をひそかに行なった。彼 らは,軍 ・学両

界の連絡機関として1904年4月7日,武 昌多宝寺街に科学補習所を組織 した。所長に武高等学

堂学生呂大森,総 幹事に工程隊の胡瑛,宣 伝担当に両湖書院出身で教員の曹亜伯,文 書担当に

文普通学堂学生宋教仁 らが推挙された。科学補習所は,表 向きは 「科学の研究」を標榜 してい
ロお

たが,実 際は 「革命排満の4字 」が会員の密約 となっていたのである。

科学補習所は,軍 界 と学界のそれぞれの革命活動を調整し統一する役割を担っていた。湖北
ゆ

新軍内において革命の宣伝 と同志の獲得につ とめる一方で,学 校にも積極的な働 きかけを行な

った。各部隊 ・各学校ごとに幹事を置 き,会 党 との連携を模索した り,海 外や国内各地の革命

機関との連絡工作をも精力的に行なった。 とくに湖南の華興会 とは密接な関係をもった。黄興

の…提起 した,1904年11月16目 の西太后万寿節に乗 じて長沙で蜂起する計画にたいし,科 学補習
　

所のメンバーはこぞって呼応することを表明していた。 しか し10月中旬この計画が長沙で露見

し,10月28日 科学補習所もこれに関与 した疑いで湖北官憲の捜索を受けたが,す でに長沙から

の知 らせに よって,い ちはやく機密書類を焼 き捨てて避難 していたためにことなきをえた。事

件は,表 面に名の出た文普通学堂学生の宋教仁 ・欧陽瑞騨の二人の学籍が剥奪されただけで終

息 したが,科 学補習所の活動そのものは停止を余儀なくされた。

1905年8月 東京で中国同盟会が成立すると,武 昌では旧科学補習所の会員たちによって,新

たに日知会 と呼ぼれる革命組織がつくられた。 日知会は,も ともと武昌高家巷の聖公会内に,
おホ

民智を啓蒙するために設け られた新聞 ・雑誌 ・新書の閲覧部屋の名称である。 ときに武昌聖公

会牧師胡蘭亭は革命運動に好意的で,補 習所への弾圧によって軍営を出ざるをえなくなった劉

静菴を,1905年 夏日知会の責任者 として迎えいれ,そ の運営を任せたのである。劉静菴は,会

内の新聞 ・雑誌 ・図書を充実させ,閲 覧者にたいするサービスにつとめるなど,お おいに会務

を進展させるとともに,講 演会活動にも力をいれた。土曜 ・日曜に開かれた講演会では,活 動

写真の放映,物 理 ・化学の実験,時 局の講演などを行なった。演説も世界の大勢や祖国の危機
をオ

か ら説きおこし,革 命の必要性を暗示 した り,と きには革命を宣伝するにいたった。

日知会の周囲に,補 習所の旧メンバーはもとより学生 ・教員 ・軍人 ら革命に心を寄せる人h

一43一



文 学 部 論 集

が集まってきた。やがて彼 らのなかから日知会を明確に革命をめざす組織 として改組 しようと
　

する動きが起こり,1906年 旧暦1月 革命結社 日知会が誕生した。軍界 ・学界 ・新聞界 ・宗教界

か ら集まった100余 名は,総 幹事に劉静菴,評 議員に陸費逵 ・馮特民(と もに新聞界)ら,幹
　

事に朱子龍 ・李亜東(と もに軍界)ら を選出 した。

前年の8月 に結成された同盟会の東京本部は,本 国の革命勢力との関係を強化することをめ

ざしていた。 日知会改組直後には,同 盟会湖北分会長余誠が武漢に帰 り,日 知会 との連携をは

かった。 日知会 と同盟会のつなが りについて,張 難洗 は次のように述べている。
　

日知会の会務は同盟会の指導をえて,そ の声勢はさらに大きくなった。表面上は 日知会と
にの

称 したが,内 容は実は同盟会であった。

日知会は,華 興会 ・科学補習所の失敗の経験から,会 党 との関係を捨てて軍界と学界の知識人

に工作の力点を置 くとともに,活 動の武器であった講演会 も,秘 密保持の立場か ら回数を減ら
　

し,地 下活動に重点を移していった。また 日知会 自体は,湖 北における革命党員相互の連絡機

関的な存在であ り,ま とまりのある強固な革命組織ではなかったために,一 方では個kの 革命

党員が個人的 ・同郷的なつなが りのなかで,そ れぞれ独自の組織をつ くって活動していた。そ

れは,学 社 ・公寓 ・公学 ・報館 ・書舎などと呼ばれるものである。彼らはそこを拠点として革

命のための教育 ・宣伝を行なうとともに,図 書の販売や同志問の連絡場所 とした。黄岡出身に

して武昌の学校 ・軍隊に籍を置 く者を組織した熊十力(陸 軍小学堂学兵)ら の黄 岡軍学講 習

社,安 陸府下の県人にして武昌在住の軍学界人士を結集した彭養光(兵 士)ら の安郡公益社,

梁耀漢(陸 軍予備学堂学生)ら の群学社 ・明新公学,余 誠 ・李亜東 らの東游予備科 ・江漢公
　う

学,時 功璧(方 言学堂学生)ら の教育図書社 などがそれである。

こ うした動きが官憲の眼にとまらぬはずはなかった。1906年 旧暦4月,活 発な講演活動や宣

伝工作,軍 隊内での秘密組織の拡大をはかっていた黄岡軍学講習社に弾圧が加 え られ,解 体
おゆ

された。 日知会もまた省当局の厳 しい監視下にあった。1906年12月 江西 ・湖南の交界萍郷 ・瀏
おゆ

陽 ・醴陵で革命蜂起が敢行されると,こ れに関与したとの疑いで,翌1906年1月 日知会は弾圧

を受けた。これによって劉静菴 ・張難先 ・胡瑛 ・梁鐘漢 ・呉貢三 ・李亜東 ・殷子衡 ・朱子龍 ・

季雨霖の9名 が逮捕 ・投獄 され,余 誠 ・孫武 ・梁耀漢 ・馮特民 ら10名が指名手配されて,湖 北

の革命運動は大きく後退することになった。
おオ

日知会の誕生によって 「(湖北の)革 命の進展の度合は,実 に一日千里の勢いであった」と

いう。 しかし弾圧によって,あ れほど盛んであった学社 ・公学もそのほとんどが消滅 し,メ ン

・ミーもシンパも四散 してしまった。 そのなかでわずかに安郡公益社 のみが,新 公益社 と改称
おむ

して存続 し,獄 中の仲聞の救援あるいは国内外の連絡の機関として重要な役割を果た したし,

彼 らの活動は,湖 北軍隊同盟会 ・群治学社などの結成につながる布石 となった。公益社の他に

も,日 知会の旧会員 らの組織した,数 人か ら数十人規模の小団体が20余 り存在し,革 命の火種
おむ

を守 り続けていた。また清朝当局による日知会の弾圧は,聖 公会のバ ックにあるアメリカの圧
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力の前に不徹底なまま終わった。劉静菴 らは極刑を免れ,獄 中での扱いも寛大で,面 会の制限

がゆるめ られた り,夜 間の外出が自由に行なわれたりして,監 獄があたかも革命参謀部の様相
おエ

を呈 していたとい う。

このような状況のなかで湖北新軍内における革命運動が再燃 してきた。1908年7月,旧 日知

会会員で第41標 第3営 の兵士任重遠 らは,漢 陽の獄中にあった李亜東 らの日知会の旧友 とはか

って湖北軍隊同盟会を結成し,新 軍の兵士 ・下士官らの組織化に乗 り出した。これは,湖 北の
ゆの

革命派が新軍内に自らの革命組織をつくった最初であ り,後 の 「文学社の胚胎」となった。し

かし軍隊同盟会は,組 織の中心であった任重遠 らの転出と,漢 陽の監獄を往来する軍人が多 く

当局の嫌疑を受けたことか ら,会 務の停頓を招くにいたった。

ときに光緒帝 ・西太后が相次いで逝去 し,一 方では安徽で新軍が蜂起するなど,世 情の不安

は高まっていた。 この機会を利用 して,1908年12月 軍隊同盟会の黄申籀 ・楊王鵬 ・章裕昆 ら

は,軍 隊同盟会を群治学社に改組 して活動を再開するにいたった。群治学社は,そ の設立宣言

のなかで,中 国は積弱無能のために台湾 ・朝鮮を失い,今 や危機存亡の時にある,眠 れる獅子

に猛醒を促し,既 倒の狂瀾を挽 くために直ちに決起せよ,と 訴えた。 この結社は,表 向きは

「多数の人の知識を集合 して,学 問を研究 し,自 治を提唱する」ことを宗旨としたが,目 知会

の弾圧の経験を生かし,新 規の加入にあたっては3人 以上の紹介を義務づけ,将 校の加入を原
おロ

則 として認めなかった。 また経営の苦 しか った漢 口『商務報』(主 筆簷大悲)に 学社の積立金を

融資し,そ れを群治学社の機関紙 とした。漢 口r商 務報』は,時 局の動向や新軍内の不法行為

などを積極的に取 り上げ,そ の言論は過激をきわめ,漢 口言論界では 「革命の急先鋒」 といわ
ゆ

れた。群治学社は1年9か 月にわたって革命工作を持続させ,新 軍の革命化に大 きく貢献 した

が,そ れを支えた背景には,組 織 としての厳格さ,機 関紙による公開のキャンペイン,宣 伝に

際 し愛国主義に訴えて革命の言質を避けたことなどがあげ られる。

しかし1910年春,群 治学社は官憲の注 目を引 くことになった。一つは,漢 口 『商務報』が清
ゆ

朝の鉄道借款に反対す る論陣をはったこと,も う一つは長沙米騒動(1910年4月)に 呼応する

計画が洩れた ことなどによる。そのため群治学社は湖北当局の厳 しい追求 と監視を受け,活 動
が

は停滞を余儀なくされた。そして同年9月,李 六如 ・祝制六 ・楊王鵬 ・章裕昆 らは,結 社を振
なぱ

武学社 と改名 して革命組織の再構築をはかったが,当 局の追求を免れることはできず,学 社の

中心であった楊王鵬 ・李六如 らが新軍を除籍されるにいたった。

湖北の革命運動は,再 び組織の建て直しにせまられた。振武学社の成立 とともに第41標 第3

営に入隊 した蒋翊武 ・劉復基,そ して簷大悲 らは,1911年1月30日 振武学社を文学社と改め,

表面上は 「同志を連合 して文学を研究する」ことをスローガンに掲げ,蒋 翊武を社長 とする執
なの

行部 と各標の代表などを選任した。文学社は,当 初群治学社以来の入社捐1元,月 捐俸給10%

の規定を継承 したが,負 担の重さを考慮し,役 員 ・幹部以外の社員にはそれを義務づけないこ

とにした。また倉大悲 らが漢 口 『商務報』を受け継 ぐ形で創刊 した 『大江報』を文学社の機関
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くわ

紙とし,官 庁の腐敗無能を暴露する記事や過激な社論を掲載 し,部 数をのば していた。文学社
セむ なの

は,こ うした組 織 の大 衆 化 を進 め るな か で,2月 に は400余 名,6月 に は2000名 近 く,8月 に

にお

は3000名 余 りを擁するにいた り,社 員は湖北全軍に及んでいた。
なの

辛亥革命前夜の湖北では,文 学社 と共進会の二大革命結社の一挙一投足が,政 局に重要な影

響を与えるようになっていた。それは1911年6月 両革命組織が合作し,9月 には統一司令部を

持つにいたったことによる。 ここで合作にいたる経緯を簡単に述べてお くことにする。

両者の合作には,宋 教仁 ・譚人鳳 らによる中部同盟会の結成(1911年7月)に むけての動向

と,彼 らの革命方略が深 くかかわっている。 宋教仁 らは,中 国同盟会内の広東 グループに よ

る,南 方を主 とした武装蜂起路線にたいし,以 前から疑念を表明していた。1910年 夏,宋 教仁
ちゆ

は,東 京で今後の革命運動の進め方について上中下の三策論を提起して衆議にかけた。上策と

は北方(北 京周辺)に おける中央革命論,中 策 とは揚子江流域の各省が同時に挙兵するとい う
　

長江革命論,下 策 とは東三省 ・雲南 ・両広を拠点 とする辺境革命論である。討議の結果,長 江

革命論を採用することにな り,そ の指導機関として中部同盟会を組織することを決め,そ の重

点地区を武漢 ・南京 とすることを確認した。同年10月,譚 人鳳はこのことを黄興に伝えるため

香港に赴いた。 ときに黄興は,孫 文 ・胡漢民らと広州黄花岡蜂起(1911年4月)の 敢行にむけ

て奔走 していた。そのため譚人鳳は,中 部同盟会の結成について黄興の了解をえることができ

なかったが,黄 興 らの蜂起計画に長江流域諸省が組織的に呼応することで中部同盟会の実体を

示す ことにした。

譚人鳳は,上 海で宋教仁 ・陳基美 らと協議の後,南 京 ・九江 ・長沙を遊歴し,広 州の蜂:起に

響応を呼びかけるオルグ活動を行なった。 とくに1911年2月 か ら3月 にかけて譚人鳳は,中 部

同盟会(当 時は未結成)の 名称を用いなが ら,両 湖における革命組織の結集につとめていた。

武漢では,共 進会湖北分会(1909年4月 成立)の 領袖孫武や居正らに活動資金を提供す る一
セふ

方,彼 らをともなって獄中にあった文学社の幹部胡瑛 との接触をはかった。 また湖南方 面 で

も,共 進会湖南分会の焦達峯 ・謝介僧 ・劉承烈 ・鄒永成 らと両湖同時蜂起をめざして連絡をと

りあった。

1911年4月 中国同盟会の総力をかけた広州黄花岡蜂起の失敗は,譚 人鳳 ・宋教仁 らの長江革

命論の推進およびその中心機関 としての中部同盟会の結成にはずみをつけた。譚人鳳は,ま ず

文学社 と共進会の合作にむけて革命工作を開始 し,1911年5月11日 には両組織がはじめて協議

する場を持つにいたった。文学社か らは劉復基 ・王守愚 ・蔡大輔 らが,共 進会からは楊玉如 ・
　

楊時傑 ・李作棟 らが参加 した。その後も合作の話し合いは続け られ,6月 にはいると,譚 人鳳

は,両 派が和衷共済 し,相輔けて行動す ることを提起 し,ついに両団体は同盟会の章程に照 らし
　

て組織 し直す ことで合意するにいたった。こうして中部同盟会本部の成立に先だって,中 部同

盟会湖北分会が成立 し,続 いて湖南にも分会が生まれた。譚人鳳はさらに湖口 ・九江 ・安慶 ・

南京をまわって長江流域における組織化の根回しをほぼ完成させ,こ れを受けて1911年7月31

,,
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日上海で中部同盟会の設立大会が実現 したのである。

ところで文学社 と共進会は,そ の構成メンバーの出自の相違か らくる反 目があった。両者は

それぞれ独自の革命方略を持 って独 自の組織を編成 してきた。文学社は,科 学補習所の系統を

引く革命結社で,下 級兵士を組織の母体 としていたのにたいし,共 進会は,地 主 ・富豪出身の
　

知識人 ・学生を中心に,会 党を包摂した革命結社であった。いずれにせ よ,合 作後の両派は,

上部機関に中部同盟会を仰ぎ,そ の事権統一 と責任分担の主 旨に基づいて同心協力する体制が

とられたのである。9月14日,文 学社 と共進会は,武 昌蜂起にむけて統一機構を組織すること

を決め,軍 事面では蒋翊武(文 学社)を 総指揮に,孫 武(共 進会)を 参謀長に,政 治面では劉
おう

公(共 進会)を 総理とした。9月24日 には,蜂 起を中秋節の10月6日 と決定 し,革 命軍の臨事
むウ

総司令に蒋翊武を選任するにいたった。

以上,湖 北における革命運動の分析を通 して,文 学社がそれに先行する革命結社の組織 と伝

統を継承 して生まれた組織体であったことを確認することができる。

3

湖北に誕生した革命結社の会員数は,『 湖北革命知之録』の名簿によると,科 学補習所所員

が48名,日 知会会員が118名,公 益社社員が49名,湖 北軍隊同盟会会員が32名,群 治学社社員

が54名,振 武学社社員が78名,文 学社社員が165名 である。また文学社社員165名 のなかで,旧

日知会会員が26名,湖 北軍隊同盟会 ・群治学社 ・振武学社に参加した会員が45名 お り,そ れは
ゆの

文学社社員の3分 の1を 占めている。文学社の指導部をみてもそれは明瞭である。社長蒋翊武

は中国同盟会 ・群治学社 ・振武学社に,副 社長王憲章は日知会 ・振武学社に,文 書部長簷大悲

は群治学社 ・振武学社に,評 議部長劉復基は中国同盟会 ・日知会 ・群治学社 ・振武学社に,文

書担当の王守愚 ・蔡大輔,会 計兼庶務担当の鄒毓琳の3名 は軍隊同盟会 ・群治学社 ・振武学社
セわ

にそれぞれ参加していた。これは,文 学社が湖北の革命運動か ら生まれた結社の革命的伝統を

継承 し,ま た中国同盟会と相互に交流しあいなが ら発展 してきたことを示している。

文学社は,武 装蜂起にむけての実戦的な革命組織をつ くるにあたって,新 軍の編成系統を う

まく活用 してきた。新軍の各隊 ・各営 ・各標単位 ごとに代表者をあげ,そ れぞれに責任をもた

せた。彼 らが実際上各 クラスの戦闘指揮官であ り,文 学社の中核を構成 していたのである。ま

た革命遂行に関する重要事項は,各 標の代表者会議で決定され,そ れが事実上の最高権力機関

であった。伝達命令は標 ・営 ・隊の縦系列を用いて行なわれ,各 標 ・営 ・隊がそれぞれ横の関
　り

係をもつことはなかった。

湖北の革命結社に参加 したメンバーは,新 軍兵士 ・学生 ・知識人と会党であった が,そ れ

は,湖 北における革命運動の高揚と停滞の波動のなかで変化 した。 科学補習所の基本構成員

は,新 軍兵士と青年学生と一部の会党であった。 日知会は,科 学補習所が解体するにいたった
ゆ

反省のうえにたって会党との連携を避け,革 命工作の重点を軍 ・学両界に置いたのである。こ
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れによってメンバーに変化があ らわれ,日 知会の主力は,学 生 ・知識人 ・新軍兵士となった。

群治学社は,日 知会が将校をも工作の対象としたことによる失敗を教訓にして,新 規加入者に
セわ

は3人 以上の紹介者を義務づけ,将 校の加入を認めないことにした。群治学社のメンバーは主

として新軍中の下士官と一般兵士であった。振武学社 も文学社も,群 治学社の原則を踏襲 して

いる。群治学社に参加した温楚垳の回想によれば,厂 隊内の同志は半数を越えたが,そ の工作

対象はみな下士官 ・兵士で,将 校に参加をすすめることはなかった。組織の厳密さが想像でき
セわ

るであろう」 と。文学社 も兵士をその基本メンバーとしていた。李六如の回想によると,文 学

社成立後 「半年の うちに,革 命風潮が全国的に高揚し,輜 重隊第8営 を除く湖北新軍の各鎮 ・

協,各 標 ・営 ・隊のなかに(文 学社の)細 胞組織が生まれ,文 学社籍の兵士が多数を占めるに
㈹

いたった」 と。

湖北新軍は,も ともと清朝政府の反革命武装集団である。その担い手である兵士たちがなぜ
　

文学社に加入し,反 清革命の道を歩んでいったのだろ うか。

第一は,新 軍兵士の出自に由来する。新軍兵士は,そ の大半を農村の土着の子弟をもって編

成された。彼 らは字の読める,素 質のよい兵士であ り,多 くは中小地主の出身であった。彼 ら

は,農 村において新政 ・憲政の施行にともなう税の過重負担に直接苦 しんでいた階層であ畿

それが,彼 らをして革命宣伝にすばや く反応させる素地 となっていたと思われる。新軍の兵士

は,軍 服を着た没落農民,失 学青年 らの組織であった。 ときに富国強兵のかけ声 と秀才の入営
ゆ

が一種の風潮 となるなかで,新 軍の士気はきわめて高かったといえる。彼 らは,新 軍内にオル

グとして潜入 した革命派によって啓蒙 されて民族的自覚を高め,革 命の戦列に加わっていった

のである。

第二に,新 聞 ・雑誌 ・小冊子の刊行物,講 演会,小 組(グ ループ)な どを利用した多様な宣

伝工作をあげることができる。文学社は,革 命唐勢の急激な変化に対応できるように革命宣伝

工作を合法 と非合法の両面から展開 した。まず新軍内に 「学術研究小組」をつ くって活動をカ

ムフラージュした。小組では,各 人がお金を出し合って『大江報』『民立報』や革命パンフレッ

トなどの購入費,日 常の活動費などにあてた。また夜の自習時間,日 曜午後の自由体操の時間
ゆ

などを利用して集まり,兵 士たちに革命の大義を鼓吹 した。文学社は,機 関紙 『大江報』を用

いて革命宣伝を合法的に行なった。各営ごとに販売所 と特約通信員を置き,兵 士の関心 と要求

を汲み上げる紙面づくりをしていた。 『大江報』は,武 漢の官界 ・軍界内の不正腐敗の内幕を

詳細に暴露したため,官 僚や将校たちは 「新聞を畏れること虎の如し,新 聞を恨むこと刺骨の
が

如 きあ りさまであった」が,兵 士たちにはおおいに歓迎され,売 れ行きも上々で,『 大江報』
　む

にたいする彼らの 「信仰はますます深まり,期 待はますます強まった。」 それは,新 軍兵士の

啓蒙 と覚醒,結 集に貢献 したのである。

第三に,革 命の リーダーたちの愛国に満ちた不屈の闘志をあげることが で きる。 蒋翊武は

厂革命を行なって清朝を打倒しようとするならば,軍 界に身を投じ兵士と連携する以外に方途

,・
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はない」,劉復基も 「祖国の復興のために闘い,釜 茹での刑を受けようとも懼れはしない」 と,

その決意のほどを吐露 している。彼 らは,中 華を恢復するために水火も辞せぬ壮烈な革命精神

をもって奮闘し,そ のために自己の青春をささげることを惜 しまなかったのである。

文学社は,科 学補習所以来の革命結社がおかしてきた誤 りを教訓 とし,組 織の拡大にはとき

として慎重であった。すでに述べたように権力か らの組織破壊を防 ぐために,入 会手続 ・資格

を厳格にし,革 命結社 としての純潔性を保持することにつとめた。湖北革命派の長期にわたる

苦闘に満ちた革命工作によって,湖 北新軍1万5千 余の兵士の うち3分 の1が 革命派の影響下

に置かれ,そ の5分 の3が 文学社社員となった。武装蜂起を総括 した張難先が語っているよう
むウ

に 「政府の軍隊を知 らず知 らずの うちに悉 く我が(革 命)党 の勢力に変えてしまった」のであ

る。湖北革命運動の総決算ともい うべき武昌蜂起のなかで,文 学社の占める位置はきわめて高

かった といえよう。

4

文学社は明確な独立 した政治綱領を持たなかったけれども,中 国同盟会の政治綱領を綱領 と

し,終 始その革命綱領の実現にむけて奮闘していた。

まず文学社に先行する湖北の革命結社の政治綱領について検討しておく。同盟会成立以前に
　ウ

組織 された科学補習所は,す でに 「排満革命」のス ローガンを掲げ,清 朝打倒のための工作活

動を展開してはいたが,ま だ完全な政治綱領を持っていたわけではない。同盟会結成後,湖 北

の革命工作の任務を帯びて武漢に入 った余誠(同 盟会湖北分会長)は,日 知会の劉静菴 ら湖北

の革命青年たちとの交流を深め,そ のなかで彼 らに同盟会の綱領 「三民主義」の宣伝と啓蒙を
やウ

行なった。これを契機に日知会は,同 盟会の綱領を宣伝するための湖北の拠点となった。

日知会の封閉以後,相 次いで組織された革命結社 もみな,「 孫文の三民主義を高く掲げ,清
　ウ

朝の専制を推翻し,民 国を建立す ることを唯一の目的 としていた。」 した がって湖北の革命結

社は,あ らためて政治綱領を掲げる必要を認めなかった し,湖 北革命派の面kは,暗 黙のうち

に孫文を革命の領袖 とし,三 民主義を共同の綱領 と考えていたのである。文学社も,同 盟会の

政治綱領を自らの綱領 と認めていた。文学社社員万鴻階の回想によれば,「 文学社の成立大会

において新しい綱領は提出されなかった。なぜなら大会に参加 した同志たちは,文 学社の設立

の 目的が清朝の専制支配を打倒 し,康 有為 ・梁啓超の保皇政策に反対し,孫 文の革命主張を擁i

護することにあると考えていたからである」 と。楊玉如 もまた,文 学社は革命を実践するなか

で,終 始 「孫文を遙かに推戴 して総理とし,同 盟会の 『駆除韃虜,恢 復中華,建 立民国,平 均

地権』の綱領をもって党綱 とした」 と述べている。 これは,明 らかに文学社が同盟会の綱領を

政治綱領 としていたことを示している。

文学社の機関紙 『大江報』 も,社 員の講演などによるオルグ活動も,み な同盟会の革命綱領

にしたがって行なわれていた。彼らによる排満共和の呼びかけは激烈であった。文学社社長蒋
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翊武 ・副社長王憲章の新軍兵士にたいする宣伝教育は,き わめてアジテイショナルなものであ

った。満州王朝への憤激を次のように激 しい口調で語っている。

満清政府の官吏は腐敗無能,権 を喪い国を辱め られ,民 を食いものにし,漢 族の山河をか

すめ とっている。 … 我が鎮の各標営の旗籍の将校 ・兵士は,2人 前の給料をとり,そ

の他総ての面で漢人以上に優遇されているのに,我 が漢人にたいし二百余年にわた って君

恩に浴してきたなどというのである。 … 我kは 種族革命を実行し,漢 族を復興 し民を
　

救い国を救 う以外に何の方法があろうか。

1911年7月 両湖 ・四川での保路運動が高揚し革命情勢が成熟 しつつある時,『 大江報』は,武

漢の官界を震え上がらせる時評 「大乱は中国を救済する妙薬」を登載した。そこでは清朝政府

の統治を,「総てにわたって死機が現れ,到 る処が死境 となっている」 とか,「治 る見込みのな

い疾いにかか り,施 す術のない」「病夫」であるとか,「 まさに陽の西山に落ち,気 息A.,滅

亡の 日を迎えんとする境地にある」と痛罵し,今 こそ 「愛国の志士」 「愛国の健児」たちが決

起して 「ルールなきの大乱」を起こそ う,と 呼びかけた。これは,「 大乱」があ り 「革命」が

あって,は じめて中国を救 うことができることを明確に表明したものである。

文学社の社員たちも,革 命宣伝工作のなかで 『大江報』 『民立報』などの新聞 ・雑誌や 『革

命軍』『警世鐘』『黄帝魂』などの小冊子を積極的に利用し,清 朝専制支配の腐敗堕落ぶ りや清

朝が 「洋人の朝廷」 と化 した現状を,朝 鮮やイン ドの亡国の惨状と対比させなが ら諄kと 説き

おこし,今 こそ祖国防衛のために立ち上が らなけ れ ば,亡 国の惨過を招 くであろう,と 訴え

た。それは兵士たちの愛国 ・救国 ・革命にたいす る情熱を奮いたたせ,革 命戦線の拡大に効果

をあげた。

武昌 ・漢陽 ・漢 口の3地 区か らなる武漢は,揚 子江の中流に位置し,先 には 厂九省通衢」の

地 と称され,経 済的にも文化的にも比較的発達 した地域である。1858年 の天津条約によって開

港場 となった漢 口は,列 強の侵略の拠点として重要な位置を占めたし,武 昌は,清 朝統治のう

えから政治的にも軍事的にも要衝の地であった。それと同時に,進 歩的な思想をいちはや く受

容し,革 命的な知識人の集中していた地方でもある。その意味で,武 漢は革命 と反革命をめ ぐ

る激 しい攻防が展開されてきた地域である。 したが って湖北の革命派は,革 命組織の結成や革

命思想の宣伝にあた り,非 合法による闘いを余儀なくされてきた。革命結社の設立にあた り,

表向きはその宗旨 ・目的を 「科学の研究」(科 学補習所),「 民智の開通」(日 知会),「 学問の研

究 ・自治の提唱」(群治学社),「 武学の講求」(振 武学社)な どに求め,結 社の真の意図や 目的

を明示することを避けていた。 これは,「 実は意は官府の耳 目をカムフラージュする」 ことに

あった。文学社の主宰者蒋翊武 も,振 武学社か ら文学社に改組する時に,文 学の研究を媒介と

して同志を組織することを表明している。文学社は,革 命情勢の高揚のなかで,非 合法 と偽装

による闘いをしいられていたために,政 治綱領をはっきりと掲げることができなかった。それ

は,権 力による厳 しい監視のなかにあって組織を防衛するためにはやむをえ ない こ とで あっ
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た。 しか し兵士にたいする革命工作活動のなかでは,同 盟会の綱領を自らの政治綱領 としてい

た。 したがって文学社は,中 国同盟会と同じ基盤にたつ革命結社であ り,そ れは単なる兵士の

組織ではない。文学社の兵士たちは,孫 文を革命の領袖 とし,三 民主義を指導理念 とし,同 盟

会の政治綱領の実現をめざして奮闘 したのである。

〔註 〕

(1)張 難先 『湖北革命知之録』(商 務 印書館,1946年)238頁 。

(2)小 野信爾 「辛亥 革命 と革命宣伝」(小 野川秀美 ・島田虔次編 『辛亥革命の研究』筑摩書房,1978年),

中村哲夫 厂拒俄義 勇隊 ・軍国民教育会」(『東洋学報』54-1,1971年),同 厂華興会 と光復 会の成立過

程」(『史林』55-2,1972年)参 照。

(3)中 国人民政治協商会議全国委員会文史資料研究委員会編 『辛亥革命回憶録』1(中 華書局,1961年)

186頁 。

(4)『 湖北学生界』1903年1期 「留学記録」 「湖北同郷会縁起」。

(5)『 湖北革命知之録』18頁 。

(6)『 辛亥革命回憶録』1,180頁 。

(7)こ の雑誌は,中 国人 のもの としては最初の洋紙両面印刷 ・洋式製本に よるものであった。 さね と うけ

い しゅ う 『増補 中国人 日本留学史』(く ろ しお出版,1970年,初 版1960年)301頁 参照。

(8)『 新民叢報 』ユ902年6期 「紹介新著」。

(9)方 漢奇 『中国近代報刊史』上(山 西人民出版社,1981年)201～205頁 。

⑩r湖 北学生界』1期 厂湖北学生界開辧章程」。

⑪ 楊玉如編 『辛亥革命先著記』(文 化資料供応社,1798年,初 版 科学出版社,1958年)10頁 。

⑫
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『辛亥革命先著記』10頁 。 『辛亥革命回憶録』1 ,181頁 。

『建国月刊』1930年2-5,41頁 。

『辛亥革命先著記』11頁 。辛亥首義 同志会編 『辛亥 首義史蹟』(武 漢 日報 印務部,1946年)33頁 。

『辛亥革命先著記』11頁 。

李廉方編 『辛亥武 昌首…義記』(正 中書局,1961年,初 版 湖北通志館,1947年)4頁 。

『湖北革命知 之録』55頁 。

科学補習所 に関す る記述は,註 記 のないか ぎり 『湖北革命知之録』 「科学補習所始末」 に よる。

曹亜伯r武 昌革命真史』上(上 海書局,1982年,初 版 中華書局,1927年)に よれぽ,当 時張之洞の

募集 した新軍兵士の大半 は科学補習所の紹介に よるものであ った とい う(厂自叙 」4頁)。

『湖北革命知 之録』55頁 。1904年 旧暦6月,武 昌を訪れた黄興 の協力要請を受けたものであ る。

目知会に関す る記述は,註 記 のないか ぎり 『湖北革命知 之録』 「日知 会始末」,『武 昌革命真史』上

「第2章 武昌 日知会之運動」 厂第7章 武昌 日知会之破 案」 による。武 昌の 日知会は,1901年 武昌聖公

会牧師黄吉亭が創設 した もので,黄 牧師の長沙聖公会転出の後を受け継 いだ のが胡蘭亭牧師であ る。

長沙聖公会内にも,黄 吉亭 に よって 日知 会がつ くられ,黄 興 ら湖南革命派 の拠点の一っ となっていた

(『武 昌革命真史』上 「第1章 黄克沙革命之失敗』)。

中国人民政治協商会議湖北省委員会編 『辛亥首義回憶録』1(湖 北人民 出版社,1957年)80頁 。

これは 『湖北革命知之録』(81頁),『 辛亥革命先著記』(21頁)に よるが,回 憶録 の多 くは旧暦2月

としてい る。

『辛亥首義回憶録』1,79頁 。

『湖北革命知之録』82頁 。

同前,121頁 。

『辛亥首義回憶録』1,112頁 。
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同前,78頁 。

この地にも河陽では張難先が集城学校,黄 岡では呉貢三が 日新学社を,殷 子衡が坪江閲報 館 ・鳩訳書

舎をそれぞれ経営 した。r辛 亥 革命先著記』12頁 。r湖 北革命知之録』80,82,88頁 。r辛 亥首義回

憶録』1,80頁 。

『武昌革命真史』上,135～137頁 。 『湖北革命知之録』80頁 。 『辛亥首義回憶録』1 ,112頁 。

拙稿 厂萍瀏醴における革命蜂起について」(『東洋史研究』29-4,1971年)参 照。

『湖北革命知之録』121頁 。

同前,142頁 。

『辛亥革命先著記』22～23頁 。李時岳 『辛亥 革命 時期両湖地区的革命運動』(生 活 ・読書 ・新知三聯

書店,1957年)56,59頁 。

『辛亥 革命回憶録』6(中 華書局,ユ963年)48～49頁 。 『辛亥首i義回憶録』2(湖 北人民出版社,

1957年)18,40頁 。同書3(湖 北入民 出版社,1958年)23頁 。

湖北軍隊同盟会 の記述は,『 湖北革命知之録』 「湖北軍隊 同盟会始末」に よる。

『辛亥 革命先著記』18頁 。

群治学社の記述は,註 記 のないか ぎ り 『湖北革命知 之録』 「群治学社始末」に よる。 『辛亥 革命 先著

記』32頁 。

『辛亥革命先著記』18～19頁 。

章裕昆 『文学社武昌首義紀実』(生 活 ・読書 ・新知三聯書店,1952年)11頁 。

拙稿 「長沙米騒動 と民衆」(『 名古屋大学東洋史研究報告』1,1972年)参 照。

『辛亥革命先著記』18～19頁 。

振武学社に関す る記述は,r湖 北革命知之録』 「振武学社 始末」に よる。 『辛亥 革命 先著記』20～21

頁。 『文学社武 昌首義紀実』13頁 。

文学社の記述 は,r湖 北革命知之録』 「振武学社始末」 に よる。

『文学社武 昌首義紀実』17～23頁 。

『辛亥革命先著記』21頁 。

『辛亥首義回憶録』1,12頂 。

『民立報』1912年10月7,8日 号 「武漢革命団体文学社之歴史」。

拙稿 「湖南革命派の形成過程にっいて」(『 佛教大学 人文学論集』23,1989年)参 照。

この集会は東京小石川で催 され,11の 省代表をは じめ100余 名が参加 した。 主宰者 である宋教仁 ・譚

人鳳 らの意向を反映 して,会 は反孫文の空気 に満ちていた とい う。中部同盟会については,松 本英紀

「中部同盟会 と辛亥革命」(r辛 亥 革命 の研究』所 収),『 湖北革命知之録』 「同盟会中部総会与武 昌

首義」参照。譚人鳳 「石叟牌詞叙録」(r近 代史資料』1956-3)39頁 。鄒永成 口述 厂鄒永成回憶録」

(『近代史資料』1956-3)93頁 。

「鄒永成回憶録」93頁 。r湖 北革命知 之録』69頁 。

中華民国各界紀念国父百年誕辰…籌備委員会学術論著編纂委 員会編 『革命先烈先進伝』(同会,1965年)

「居正行状」。

李剣農 『中国近百年政治史』上(台 湾商務 印書館,1957年)229頁 。

『辛亥革命先著記』32～33頁 。

同前,40頁 。

「石叟牌詞叙録」49頁 。

共進会の実体 については註㈹ の拙稿参照 のこと。

『湖北革命知之録』159頁 。

『辛亥革命先著記』46頁 。

『湖北革命知 之録』247頁 。 『辛亥 革命 先著記』50頁 。
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科学補習所か ら文学社にいたる7つ の結社 の うち,総 てに参加 した者はいないが,4つ 以上 の組織に

かかわ った者が16名 い る。 日知会か ら文学社 の6組 織に参加 した人V'`祝制六,5組 織にかかわ った人

に査佛光がいる。

『湖北革命知之録』160～166頁 。 『辛亥武 昌首義記』24～57頁 。

組織 の編成方法 などについては,『 武 昌革命真史』上,380～381頁 に詳 しい。

『湖北革命知 之録』147頁 。

同前,147,149頁 。

『辛亥首義回憶録』1,51頁 。

同前,309頁 。

波多野善大 「民国革命 と新軍」(『 名古屋大学文学部研究論集』田,1956年)参 照。

拙稿 「革命 と反革命」(『鷹陵史学』15,1989年)116～118頁,120～122頁 参照。

『辛亥首義回憶録』1,50頁 。

『辛亥革命回憶録』2(中 華書局,1962年)94～95頁 。

同前,49頁 。

『辛亥首義回憶録』1,52頁 。

同前。

『辛亥革命回憶録』4(湖 北人民 出版社,1961年)13頁 。

『文学社武昌首義紀実』76頁 。

r湖北革命知之録』234頁 。

同前,55頁 。

『辛亥革命回憶録』2,57～48頁 。

胡鄂公 『辛亥 革命北方実録』(近代 中国史料叢刊第53輯 〈527>,文 海出版社,1970年,初 版1912年)

31頁 。

『辛亥首義回憶録』1,19頁 。

『辛亥革命先著記』30頁 。

『辛亥首義回憶録』2,99～100頁 。

『時報』1911年8月6日 号,『 大江報 』か らの転載記事。

『辛亥首義回憶録』1,121～122頁 。

『湖北革命知之録』55頁 。

詠簪 「武 昌両 目記」(中 国近代史資料叢 刊 『辛亥革命』V,上 海人民 出版社,1957年)39頁 。
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